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□
本
號
中
繪
『
沼
津
海
岸
』
は
ワ
ツ
ト
マ
ン
八
ツ

切
の
ス
ケ
ツ
チ

に
候

□
寫

眞
版
『
畫
室
の
そ
と
』
は
、
南
の
崖

よ
り
見

たる
處
に
て
花
は

白
き
躑
躅

に
候
。
『
畫
室
の
う

ち
』
は

西
の
入
口

よ
り
寫
せ

し
も
の
、
土
曜
日

の
稽
古
中
に

御
座
候

 
 

 
 
 

 

□
次
號
に
は
石
川
欽

一
郎
氏
の
美
術
談
叢

『
風

景
畫

の
二
別
』
を
出

す
べ
く
候

□
次
號
の
原
色
版
は
大
橋
正
堯
氏
の

『京
城
の

一
部
』
、石
版
に
は
本
號

に
間

に
合
は
ざ
り
し
相

田
氏
の
『
初
夏
』
及
び
松
岡
氏

の
『京
の
郊
外
』
を
.

挿
入
可
申
候

□
『

み
づ
ゑ
』
第

一
よ
り

八
迄
、
十
よ
り
十
三
迄

及
び
十
五
、
十
七
、
十
九
、

二
十
、

二
十
九
は

品
切
に
御
座
候

□『美
術
家
小
傳
』
は
最
早

一
册
も
手
許
に
無
之

候
、

若
し
強
い
て
御
入
用
の
方
は
、

東
京
神

田

區
東
松
下
町
小
柴
英
氏
方

へ
實
費
送

料
共
二
十

二
錢
を
送

り
て
御
た

の
み
に
な
れ
ば
分
配
し
て

 
呉
れ
る
事
と
存
候

□
和

歌
山
五
月
會

々
員
の
寫
眞
は
保
田
虎
太
郎

氏
よ
り
の
寄
贈

に
候
、
同
氏
よ
り

の
通
信
に
よ

れ
ば
會
員
た

る
關
谷
氏
（
左

の
方
中
段
立
木
に

近
き
位
置
）
は
最
優
等
者
と
し
て
徳
川
侯
爵
よ

り
褒
賞
を
受
け
ら
れ
候
由
に
御
座
候

 
 
 
-
近

事

△
日
本
水
彩
畫

會
研
究
所
春
季
寫

生
會
は
四
月

三
日
四
日
埼
玉
縣
越
ヶ
谷
地
方
に
て
開
催
し
た

り△
仝
研
究
所
三
月
例
會
は

二
十
八
日
開
會
、

午

前
に
は
、
眞
野
講
師
の
｢
透
視
畫

法
｣講
話
あ
り
、

午
後
作
品
百
七
十
餘
枚

に
對
し
河
合
、
戸
張
、

荻
原
、
大
下
諸
氏
の
批
評
あ
り
、
終
て
萩
原
氏

の
｢解
剖
學

の
話
｣あ
り

て
夕
暮
散
會
し
た
り
。

こ
の

日

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
賞
を

得
し
は
夏
目
七

策
、

川
上
左
京
並
木
富
太
郎
の
三
氏
な
り

し

△
東
京
毎
日
新
聞
に
て
は
漫
畫

の
懸
賞
寡
集
を

な
せ
り
選
者
は
大
下
藤
次
郎
氏
な
り

△
白
馬
會
展
覽
會
は

本
月
十
日
迄
開
會
せ

ら
る

べ
し

 
 
 
 
問

に

答

ふ

■
水
彩
畫

に
手
本
に
よ
り
て
稽
古
す

る
の
と
實

物
に
ょ
り
稽
古
す
る
の
と
何
れ
が
宜
し
き

や
、

若
し
手
本
が
よ
い
と
す
る
と
和
製
舶
來
何
れ
な

り
や
(
大
阪
初
學
生
)◎
『
み
づ
ゑ
』
四
十
八
號
大

下
氏

の
『
模
寫

に
つ
い
て
』
と
い

へ
る
講
話
を

是

非
再
讀
せ

ら
れ
よ
、
最

も
極
め
て
初
學
の
人
に

て
寫

生
不
可
能
な
ら
手
本
に

て

も

よ

ろ
し
き

が
、
舶
來
品

に
て
も
必
ず
可
な
り
と

い
へ
ず
、

色
彩
や
感
じ
の
我
國

と
異
な
る

も
の
あ
り
、

ま

た
印
刷
の
た
め
に
其
色
の
強
烈
な
る

も
あ
り
、

和
製
に
て
も

一
時
佳
良

の
臨
本
出
で
し
も
今
は

市
中
に
拾
と
跡
方
も
な
し
、
『
み
づ

ゑ
』
の
口
繪

原
色
版
の
分
は
、

印
刷
も
良
好
に
て
や
ゝ
原
畫

の
趣
あ
り
か
ゝ

る
も
の
ち
參
考
と
せ
ら
る
れ
ば

可
な
ら
ん
■
譲
品
交
換
譲
與
の
御
取
扱
は

水
彩

畫
に
關
係
あ
る
も
の
に
限
る

や
、
又
物
品
を

托

せ
し
人
め
賣
價

も
『み
づ

ゑ
』
誌
代
に
組
込
ま
る

ゝ
に
や
(
銀
園
生
)◎
範
圍

は
極

々
狹
義
に
解
さ

れ
た
し
、
次
に
賣
價
は
賣

主

へ
送
付
す
べ

し
、
た

ゞ
物
品
賣

約
後
の
送
金
に
對
し
て
返
戻
の
手
數

を
省

か
ん
た
め
誌

代
繰
入
と
な
せ
し
な
り
■
普

通
讀

者
に
し
て
肉
筆
臨
本
借
用
を
許
可
さ

る
ゝ

事
を

得
る
や
（
自
然
兒

)◎
會
友
若
く
は
特
別
讀

者

に
限
り
候
■
京
都
に
て
水
彩
畫
を

學
ば
ん
と


